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(57)【要約】
【課題】周囲の環境により変動する、印刷画像の見え方
を考慮した画像処理を行う装置を提供する。
【解決手段】印刷システム（内視鏡システム）は、プリ
ンタを備える。プリンタによって印刷された画像を観察
する周囲の環境に関する情報に対応した画像処理パラメ
ータを用いて画像処理を施し、画像処理を施して得られ
た映像信号をプリンタに出力する画像処理部（後段映像
信号処理回路４８）を備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プリンタと、
　前記プリンタによって印刷された画像を観察する周囲の環境に関する情報に対応した画
像処理パラメータを用いて画像処理を施し、前記画像処理を施して得られた映像信号を前
記プリンタに出力する画像処理部とを備えることを特徴とする印刷システム。
【請求項２】
　撮像部と、
　前記撮像部によって特定のチャートを撮影して得られた画像の輝度に基づいて、前記周
囲の環境に関する情報を決定する制御部とを更に備えることを特徴とする請求項１に記載
の印刷システム。
【請求項３】
　前記撮像部は、内視鏡システムのスコープに設けられ、
　前記画像処理部、及び前記制御部は、前記内視鏡システムのプロセッサに設けられ、
　前記プリンタは、前記プロセッサに接続されることを特徴とする請求項２に記載の印刷
システム。
【請求項４】
　前記画像処理パラメータは、前記情報に含まれる周囲の環境の下で、前記画像処理パラ
メータを使った画像処理が施されて得られた映像信号に基づいて、前記プリンタによって
印刷された画像を観察する場合に、前記プリンタによって印刷される画像との色合いが、
前記環境の下に置かれ前記プロセッサに接続されたモニタに表示される画像の色合いと近
くなる値を有することを特徴とする請求項３に記載の印刷システム。
【請求項５】
　前記画像処理部は、前記プロセッサに接続された外部メモリから読み出した画像データ
について、前記周囲の環境に関する情報に対応した画像処理パラメータを用いて、前記画
像処理を施し、前記映像信号を前記プリンタに出力することを特徴とする請求項３に記載
の印刷システム。
【請求項６】
　前記画像処理部は、前記周囲の環境に関する情報と、前記プリンタの機種に関する情報
と、前記画像処理部から前記プリンタへの映像信号の出力形式に関する情報に対応した画
像処理パラメータを用いて、前記画像処理を施すことを特徴とする請求項１に記載の印刷
システム。
【請求項７】
　前記周囲の環境は、前記プリンタによって印刷された画像を観察する空間の明るさレベ
ルで表されることを特徴とする請求項１に記載の印刷システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷システムに関し、特にプリンタで印刷された画像を観察する周囲の環境
に合わせた画像処理を行うシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡システムなどにおける撮像動作で得られた画像を出力する手段としてプリンタや
モニタが用いられている。通常、これらの出力機器から出力される画像間で、色合いを合
わせるように（色ずれが起きないように）、色合わせが行われる。特許文献１は、プロセ
ッサに接続される出力機器ごとに画像処理パラメータを用意し、対応する画像処理パラメ
ータを使って画像処理を行い、かかる出力機器に出力する内視鏡システムを開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２００２－２０００３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、出力機器の１つであるプリンタで出力（印刷）された画像は、かかる画像を観
察する周囲の環境（明るさなど）によって、見え方が変わるため、出力機器ごとの画像処
理パラメータを用意するだけでは、一定の画像再現性を確保することが困難であった。
【０００５】
　したがって本発明の目的は、周囲の環境により変動する、印刷画像の見え方を考慮した
画像処理を行う装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る印刷システムは、プリンタと、プリンタによって印刷された画像を観察す
る周囲の環境に関する情報に対応した画像処理パラメータを用いて画像処理を施し、画像
処理を施して得られた映像信号をプリンタに出力する画像処理部とを備える。
【０００７】
　プリンタで印刷された画像を観察する周囲の環境を考慮した画像処理が行われるため、
かかる周囲の環境に対応した一定の画像再現性を確保することが可能になる。例えば、明
るい場所で印刷された画像を観察する場合と、暗い場所で印刷された画像を観察する場合
とでは、反射率の違いなどから、画像の見え方が異なってくるが、かかる見え方の違いを
考慮した画像処理パラメータを使って画像処理が行われる。
【０００８】
　好ましくは、撮像部と、撮像部によって特定のチャートを撮影して得られた画像の輝度
に基づいて、周囲の環境に関する情報を決定する制御部とを更に備える。
【０００９】
　特定のチャートに対する撮像動作で得られた画像の輝度情報に基づいて、客観的に周囲
の環境を判断し、かかる判断で決定された周囲の環境に対応して正確に一定の画像再現性
を確保することが可能になる。
【００１０】
　また、内視鏡システムや撮像装置などのように、撮像部を有する装置では、周囲の環境
を調べるために使用する特定のチャート（白チャート）を用意してこれを撮影するだけで
、自動的な周囲の環境の判断を行うことが可能になる。
【００１１】
　さらに好ましくは、撮像部は、内視鏡システムのスコープに設けられ、画像処理部、及
び制御部は、内視鏡システムのプロセッサに設けられ、プリンタは、プロセッサに接続さ
れる。
【００１２】
　さらに好ましくは、画像処理パラメータは、かかる情報に含まれる周囲の環境の下で、
画像処理パラメータを使った画像処理が施されて得られた映像信号に基づいて、プリンタ
によって印刷された画像を観察する場合に、プリンタによって印刷される画像との色合い
が、かかる環境の下に置かれプロセッサに接続されたモニタに表示される画像の色合いと
近くなる値を有する。
【００１３】
　モニタに表示される画像の色合いに合わせるように、プリンタに出力する映像信号の画
質を調整するものである。
【００１４】
　また、好ましくは、画像処理部は、プロセッサに接続された外部メモリから読み出した
画像データについて、周囲の環境に関する情報に対応した画像処理パラメータを用いて、
画像処理を施し、映像信号をプリンタに出力する。
【００１５】
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　また、好ましくは、画像処理部は、周囲の環境に関する情報と、プリンタの機種に関す
る情報と、画像処理部からプリンタへの映像信号の出力形式に関する情報に対応した画像
処理パラメータを用いて、画像処理を施す。
【００１６】
　また、好ましくは、周囲の環境は、プリンタによって印刷された画像を観察する空間の
明るさレベルで表される。
【発明の効果】
【００１７】
　以上のように本発明によれば、周囲の環境により変動する、印刷画像の見え方を考慮し
た画像処理を行う装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本実施形態における内視鏡システムの構成図である。
【図２】プリンタ用に、後段の画像処理を行う部分のブロック図である。
【図３】周囲の環境を考慮した画像処理パラメータを使って印刷する手順を示すフローチ
ャートである。
【図４】周囲の環境（明るさレベル）を手動で設定するまたは自動で判断する手順を示す
フローチャートである。
【図５】外部メモリがプロセッサに接続された形態における、内視鏡システムの構成図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本実施形態における内視鏡システムの構成について、図を用いて説明する。本実
施形態に係る内視鏡システム１は、スコープ２０、プロセッサ３０、キーボード６０、プ
リンタ７０、及びモニタ８０を備える。プロセッサ３０やプリンタ７０などが、内視鏡シ
ステム１における印刷システムを構成する。なお、本実施形態における内視鏡システム１
は、印刷システムを説明するための一つの形態であり、プリンタ７０と、プリンタ７０に
印刷するために、画像処理を施して映像信号をプリンタ７０に出力する画像処理部（プロ
セッサ３０）を備える他の装置に応用することも出来る。
【００２０】
　スコープ２０は、ライトガイド２１、撮像部２２、フリーズボタン２４、及びコピーボ
タン２６を有し、被写体である体内の撮影に用いられ、撮影により得られた被写体の画像
信号をプロセッサ３０に送信する。
【００２１】
　プロセッサ３０は、スコープ２０やプロセッサ３０の各部に電力を供給する電源部３１
、スコープ２０やプロセッサ３０の各部を制御するシステムコントローラ（制御部）３２
、各回路の信号処理タイミングを制御するタイミングコントローラ３４、照明光を出射す
る光源部３６、前段映像信号処理回路４２、映像メモリ４４、及び後段映像信号処理回路
（画像処理部）４８（プリンタ用画質変換回路５２を含む）を有し、被写体画像を形成す
るために、スコープ２０から送られてきた画像信号に画像処理を施して映像信号を生成し
、プリンタ７０やモニタ８０に出力する。
【００２２】
　キーボード６０は、使用者が情報を入力するために使用される。特に、本実施形態では
、キーボード６０は、プロセッサ３０に接続されているプリンタ７０の機種名、プロセッ
サ３０からプリンタ７０への映像信号の出力形式、及び観察環境に関係する情報を入力す
るために使用される。なお、これらの情報の入力手段は、キーボードに限らない。
【００２３】
　プリンタ７０は、プロセッサ３０から出力された映像信号に基づいて被写体の静止画像
などを印刷し、モニタ８０は、プロセッサ３０から出力された映像信号に基づいて被写体
の静止画像や動画像などを表示する。
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【００２４】
　点灯スイッチ（不図示）がオン状態にされると、システムコントローラ３２の制御の下
で、光源部３６に設けられた光源が、照明光を出射する。照明光は、ライトガイド２１を
介して、スコープ２０の先端部から、被写体に向けて照射される。
【００２５】
　被写体からの反射光は、撮像部２２の撮像素子に入射し、撮像素子の入射面に被写体の
光学像が結像される。撮像部２２では、撮像素子に入射した被写体の光学像が光電変換さ
れ、該光学像に基づいた画像信号が出力される。撮像部２２から出力された画像信号は、
プロセッサ３０において画像処理（前段映像信号処理回路４２による前段の画像処理や、
後段映像信号処理回路４８による後段の画像処理）が施されて、プリンタ５０やモニタ８
０で出力可能な映像信号にされる。
【００２６】
　フリーズボタン２４やコピーボタン２６が操作される前の状態では、一定時間ごとに更
新された映像信号が順次プロセッサ３０からモニタ８０に出力され、これにより、被写体
の動画像がモニタ８０の画面上に表示されることになる。
【００２７】
　モニタ８０に動画像が表示された状態で、フリーズボタン２４が操作された場合には、
静止画像を表示するための指示信号がシステムコントローラ３２に送信され、かかるフリ
ーズボタン２４の操作後のある時点において撮像部２２から出力された画像信号に基づい
て静止画像を表示するための映像信号が生成されモニタ８０に出力される。モニタ８０は
、かかる映像信号に対応した静止画像を表示する。
【００２８】
　モニタ８０に動画像または静止画像が表示された状態で、コピーボタン２６が操作され
た場合には、静止画像を印刷するための指示信号がシステムコントローラ３２に送信され
、かかるコピーボタン２６の操作後のある時点において撮像部２２から出力された画像信
号に基づいて静止画像を印刷するための映像信号が生成されプリンタ７０に出力される。
プリンタ７０は、かかる映像信号に対応した静止画像を印刷する。
【００２９】
　本実施形態では、静止画像を印刷するための映像信号を生成する工程（後段の画像処理
）において、印刷された画像を観察する周囲の環境（明るさなど）に応じた画質変換が行
われる。以降、かかる画質変換の詳細について、図２のブロック図、及び図３のフローチ
ャートを用いて説明する。
【００３０】
　映像メモリ４４は、前段の画像処理において生成された赤色の画像信号（Ｒ信号）が格
納される第１画像メモリ４４Ｒ、緑色の画像信号（Ｇ信号）が格納される第２画像メモリ
４４Ｇ、及び青色の画像信号（Ｂ信号）が格納される第３画像メモリ４４Ｂを有する。
【００３１】
　後段映像信号処理回路４８におけるプリンタ７０の画質変換に関係する部分は、第１プ
ロセス回路４８Ｒ、第２プロセス回路４８Ｇ、第３プロセス回路４８Ｂ、第１Ｄ／Ａコン
バータ４９Ｒ、第２Ｄ／Ａコンバータ４９Ｇ、第３Ｄ／Ａコンバータ４９Ｂ、第１出力端
子５１Ｒ、第２出力端子５１Ｇ、第３出力端子５１Ｂ、第４出力端子５１Ｃｏ、第５出力
端子５１Ｙ、第６出力端子５１Ｃ、第７出力端子５１Ｔ、プリンタ用画質変換回路５２、
エンコーダ５３、及びアンプ５５を有する。
【００３２】
　なお、後段映像信号処理回路４８には、モニタ８０に出力する映像信号の生成のために
、プリンタ用画質変換回路５２を除いて、これらと同等の回路が設けられる（不図示）。
このため、モニタ８０には、周囲の環境などに応じた画質変換を行わない状態で、後段の
画像処理が施された映像信号が、出力される。
【００３３】
　プリンタ用画質変換回路５２は、プロセッサ３０に接続され得るプリンタの出力特性を
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示すデータを、プリンタの機種ごと、映像信号の出力形式ごと、観察環境ごとに格納する
データメモリ２８を有する。データメモリ２８には、輪郭強調設定テーブル２８Ａ、カラ
ーバランス設定テーブル２８Ｂ、ガンマ（γ）補正テーブル２８Ｃ、黒レベル設定テーブ
ル２８Ｄが格納されている。
【００３４】
　プロセッサ３０からプリンタ７０への映像信号の出力形式は、プロセッサ３０が映像信
号をプリンタ７０に出力する際の出力形式を意味する。例えば、第１出力端子５１Ｒ、第
２出力端子５１Ｇ、及び第３出力端子５１Ｂを使用したＲＧＢ出力形式、第４出力端子５
１Ｃｏを使用したコンポジットビデオ出力形式、第５出力端子５１Ｙと第６出力端子５１
Ｃを使用したＹＣ出力形式などが挙げられる。
【００３５】
　観察環境（観察する周囲の環境）は、プリンタ７０で印刷された画像を観察する空間の
明るさレベルなどで表される。例えば、本実施形態では、観察環境は、ＣＩＥＣＡＭで規
定された３段階の明るさレベル、プロジェクタを使って画像表示を行う暗い部屋の明るさ
（暗黒周囲：Ｄａｒｋ）、テレビを見る部屋の明るさ（薄暗い周囲：Ｄｉｍ）、及び物体
の色が確認出来る程度の明るさ（平均的な周囲：Ａｖｅｒａｇｅ）で表される。また、使
用者が手動で明るさレベルを設定出来る形態であってもよい。
【００３６】
　コピーボタン２６の操作が行われる前に、システムコントローラ３２には、キーボード
６０を介して、プロセッサ３０に接続されているプリンタ７０の機種名、及びプロセッサ
３０からプリンタ７０への映像信号の出力形式に関する情報が入力される（図３のステッ
プＳ１１参照）。また、観察環境に関する情報が入力される（図３のステップＳ１２参照
）。これに対応して、システムコントローラ３２は、入力された情報に基づいて、データ
メモリ２８の各テーブル（輪郭強調設定テーブル２８Ａ、カラーバランス設定テーブル２
８Ｂ、ガンマ（γ）補正テーブル、黒レベル設定テーブル２８Ｄ）から、かかる情報に対
応する特性データを読み出し、カラーコントロール信号として、第１プロセス回路４８Ｒ
、第２プロセス回路４８Ｇ、第３プロセス回路４８Ｂに出力する（図３のステップＳ１３
参照）。
【００３７】
　従って、ステップＳ１１～Ｓ１３の工程は、内視鏡システム１の電源をオン状態して、
通常の操作を始める前に完了させておくのが望ましい。また、コピーボタン２６が操作さ
れる前に、ステップＳ１１～Ｓ１３の工程が完了していない場合には、平均的な画像処理
パラメータを含む特性データを読み出してカラーコントロール信号として第1プロセス回
路４８Ｒなどに出力するか、かかる工程が完了するのを待つようにモニタ８０に警告表示
を行う。
【００３８】
　プロセッサ３０に接続されているプリンタ７０の機種名、プロセッサ３０からプリンタ
７０への映像信号の出力形式に関する情報、観察環境に関する情報に対応して読み出しさ
れる特性データに含まれる画像処理パラメータは、かかる情報に含まれるプリンタ７０を
用い、プロセッサ３０からプリンタ７０へはかかる情報に含まれる出力形式でかかる画像
処理パラメータを使った画像処理が施されて得られた映像信号が出力され、かかる情報に
含まれる明るさレベルの環境下でプリンタ７０によって印刷された画像を観察する場合に
、かかる環境下に置かれたモニタ８０に表示される画像とプリンタ７０によって印刷され
る画像との色合いが近くなる値を有する。
【００３９】
　モニタ８０に表示される画像の色合いに合わせるように、プリンタ７０に出力する映像
信号の画質を調整するものである。
【００４０】
　使用者によってコピーボタン２６が操作され、被写体の静止画像を印刷するための指示
信号がシステムコントローラ３２に送信される。コピーボタン２６の操作後のある時点に
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おいて行われた撮像動作（図３のステップＳ１４参照）によって得られた画像信号が、撮
像部２２から前段映像信号処理回路４２に出力され、前段の画像処理が施される。前段の
画像処理において生成された赤色の画像信号（Ｒ信号）は、第１画像メモリ４４Ｒに格納
され、緑色の画像信号（Ｇ信号）は、第２画像メモリ４４Ｇに格納され、青色の画像信号
（Ｂ信号）は、第３画像メモリ４４Ｂに格納される。
【００４１】
　所定のタイミングで、第１画像メモリ４４Ｒ、第２画像メモリ４４Ｇ、及び第３画像メ
モリ４４Ｂから画像信号は読み出しされ、それぞれ、第１プロセス回路４８Ｒ、第２プロ
セス回路４８Ｇ、及び第３プロセス回路４８Ｂに入力される。
【００４２】
　第１プロセス回路４８Ｒに入力されたＲ信号には、第１プロセス回路４８Ｒによって、
カラーコントロール信号に基づく画像処理パラメータを使った後段の画像処理が施され（
図３のステップＳ１５参照）、第１Ｄ／Ａコンバータ４９ＲによるＤＡ変換の後、Ｒのア
ナログ画素信号が第１出力端子５１Ｒとエンコーダ５３に出力される（図３のステップＳ
１６参照）。
【００４３】
　第２プロセス回路４８Ｇに入力されたＧ信号には、第２プロセス回路４８Ｇによって、
カラーコントロール信号に基づく画像処理パラメータを使った後段の画像処理が施され（
図３のステップＳ１５参照）、第２Ｄ／Ａコンバータ４９ＧによるＤＡ変換の後、Ｇのア
ナログ画素信号が第２出力端子５１Ｇとエンコーダ５３に出力される（図３のステップＳ
１６参照）。
【００４４】
　第３プロセス回路４８Ｂに入力されたＢ信号には、第３プロセス回路４８Ｂによって、
カラーコントロール信号に基づく画像処理パラメータを使った後段の画像処理が施され（
図３のステップＳ１５参照）、第３Ｄ／Ａコンバータ４９ＢによるＤＡ変換の後、Ｂのア
ナログ画素信号が第３出力端子５１Ｂとエンコーダ５３に出力される（図３のステップＳ
１６参照）。
【００４５】
　これにより、プリンタ７０が、プロセッサ３０の第１出力端子５１Ｒ、第２出力端子５
１Ｇ、及び第３出力端子５１Ｂと接続された場合には、これらの端子（５１Ｒ、５１Ｇ、
及び５１Ｂ）からは、ＲＧＢ出力形式で、映像信号がプリンタ７０に出力されることにな
る。
【００４６】
　エンコーダ５３は、第１Ｄ／Ａコンバータ４９Ｒ、第２Ｄ／Ａコンバータ４９Ｇ、及び
第３Ｄ／Ａコンバータ４９Ｂから出力されたＲＧＢ各色のアナログ画素信号に基づいて、
コンポジットビデオ信号、Ｙ信号、及びＣ信号を生成し、それぞれ第４出力端子５１Ｃｏ
、第５出力端子５１Ｙ、及び第６出力端子５１Ｃに出力する。
【００４７】
　これにより、プリンタ７０が、プロセッサ３０の第４出力端子５１Ｃｏと接続された場
合には、コンポジットビデオ出力形式で、映像信号がプリンタ７０に出力されることにな
る。
【００４８】
　また、プリンタ７０が、プロセッサ３０の第５出力端子５１Ｙ、及び第６出力端子５１
Ｃと接続された場合には、ＹＣ出力形式で、映像信号がプリンタ７０に出力されることに
なる。
【００４９】
　また、タイミングコントローラ３４から出力される同期信号は、アンプ５５で増幅され
た後、第７出力端子５１Ｔを介して、プリンタ７０に出力される。
【００５０】
　本実施形態では、プリンタ７０で印刷された画像を観察する周囲の明るさなどの環境を
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考慮した画像処理が行われるため、かかる周囲の環境に対応した一定の画像再現性（モニ
タ８０に出力された画像との色合いの同一性）を確保することが可能になる。例えば、明
るい場所で印刷された画像を観察する場合と、暗い場所で印刷された画像を観察する場合
とでは、反射率の違いなどから、画像の見え方が異なってくるが、本実施形態では、かか
る見え方の違いを考慮した画像処理パラメータを使って画像処理が行われる。
【００５１】
　なお、本実施形態では、観察環境（明るさレベル）を使用者がキーボード６０などの入
力装置を使って手動で設定する形態を説明したが、スコープ２０の撮像部２２を使って、
特定のカラーチャート（例えば白チャート）を撮影して得られる画像の輝度に基づいて、
明るさレベルを自動的に決定する形態であってもよい。
【００５２】
　これについて、図４のフローチャートを用いて具体的に説明する。図３のステップＳ１
２で示される観察環境に関する情報の入力において、使用者がキーボード６０を操作する
ことによって、手動で入力を行うか、自動で入力を行うかが決定される（ステップＳ３１
参照）。手動で行う場合には、使用者がキーボード６０を操作することによって手動で観
察環境に関する情報の入力が行われる（ステップＳ３２参照）。
【００５３】
　自動で行う場合には、使用者が、撮像部２２が所定の距離で白チャートと対向するよう
にスコープ２０を配置した状態にし、この状態で、該白チャートの撮影が行われる（ステ
ップＳ３３参照）。
【００５４】
　システムコントローラ３２は、かかる撮像動作で得られた白チャート画像の画像信号か
ら輝度信号を抽出し、反射輝度が０％であるか否かを判断する（ステップＳ３４参照）。
０％である場合には、システムコントローラ３２は、明るさレベルをＤａｒｋに設定する
（ステップＳ３５参照）。
【００５５】
　０％でない場合には、システムコントローラ３２は、反射輝度が０～２０％の間である
か否かを判断する（ステップＳ３６参照）。０～２０％の間にある場合には、システムコ
ントローラ３２は、明るさレベルをＤｉｍに設定し、０～２０％の間にない場合には、シ
ステムコントローラ３２は、明るさレベルをＡｖｅｒａｇｅに設定する。
【００５６】
　その後、システムコントローラ３２は、入力された情報に含まれる明るさレベル（ステ
ップＳ３２）、または自動的に設定された明るさレベル（ステップＳ３５、Ｓ３７、Ｓ３
８）に基づいて、データメモリ２８の各テーブル（輪郭強調設定テーブル２８Ａ、カラー
バランス設定テーブル２８Ｂ、ガンマ（γ）補正テーブル２８Ｃ、黒レベル設定テーブル
２８Ｄ）から、かかる情報に対応する特性データを読み出し、カラーコントロール信号と
して、第１プロセス回路４８Ｒ、第２プロセス回路４８Ｇ、第３プロセス回路４８Ｂに出
力する（図３のステップＳ１３参照）。
【００５７】
　これにより、撮像動作で得られた画像の輝度情報に基づいて、客観的に周囲の環境（明
るさレベル）を判断し、かかる判断で決定された周囲の環境に対応して正確に一定の画像
再現性（モニタ８０に出力された画像との色合いの同一性）を確保することが可能になる
。
【００５８】
　また、本実施形態の説明で使用された内視鏡システム１や、撮像装置などのように、撮
像部２２を有する装置では、明るさレベルを調べるために使用する特定のチャート（白チ
ャート）を用意して、これを撮影するだけで、自動的な明るさレベルの判断を行うことが
可能になる。
【００５９】
　なお、本実施形態では、スコープ２０による撮像動作で得られた画像をプリンタ７０で
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９０に記録された画像データを読み出して、映像メモリ４４に一時記録させ、後段映像信
号処理回路４８で画質調整を行った後に、プリンタ７０に出力する形態であってもよい（
図５参照）。
【００６０】
　また、本実施形態では、観察環境が明るさレベルで表されるとして説明したが、他の要
素、例えば、部屋の照明色などで表される形態であってもよい。この場合、部屋の照明色
に応じた画像処理パラメータを用いて後段の画像処理が行われる。
【符号の説明】
【００６１】
　１　内視鏡システム
　２０　スコープ
　２１　ライトガイド
　２２　撮像部
　２４　フリーズボタン
　２６　コピーボタン
　２８　データメモリ
　２８Ａ　輪郭強調設定テーブル
　２８Ｂ　カラーバランス設定テーブル
　２８Ｃ　ガンマ（γ）補正テーブル
　２８Ｄ　黒レベル設定テーブル
　３０　プロセッサ
　３１　電源部
　３２　システムコントローラ
　３４　タイミングコントローラ
　３６　光源部
　４２　前段映像信号処理回路
　４４　映像メモリ
　４４Ｒ、４４Ｇ、４４Ｂ　第１～第３画像メモリ
　４８　後段映像信号処理回路
　４８Ｒ、４８Ｇ、４８Ｂ　第１～第３プロセス回路
　４９Ｒ、４９Ｇ、４９Ｂ　第１～第３Ｄ／Ａコンバータ
　５１Ｒ、５１Ｇ、５１Ｂ　第１～第３出力端子
　５１Ｃｏ　第４出力端子
　５１Ｙ、５１Ｃ　第５、第６出力端子
　５１Ｔ　第７出力端子
　５２　プリンタ用画質変換回路
　５３　エンコーダ
　５５　アンプ
　６０　キーボード
　７０　プリンタ
　８０　モニタ
　９０　外部メモリ
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